
高
速
道
路
、
一
般
道
と
も
に
追
突
事

故
が
多
い
こ
と
を
ふ
ま
え
、
運
転
者
は

２
〜
３
台
前
の
ク
ル
マ
の
動
き
に
注
意

し
な
が
ら
予
測
し
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た

運
転
を
心
が
け
て
ほ
し
い
。
ま
た
疲
れ

る
前
に
休
憩
を
と
る
な
ど
、
常
に
運
転

に
集
中
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
万
が
一
の
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
前
車
と
の
車
間
時

間
は
２
秒
以
上
を
意
識
し
て
走
行
す
る

必
要
が
あ
る
。

平
成
24
年
に
発
生
し
た
交
通
事
故
件
数
66
万

５
１
３
８
件
を
事
故
類
型
別
に
み
る
と
、
最
も

多
い
事
故
類
型
は
車
両
相
互
の
追
突
事
故
（
構

成
率
34
・
８
％
）
で
あ
る
。
高
速
道
路
に
限
っ

て
み
る
と
、
発
生
件
数
（
１
万
１
２
９
９
件
）

に
占
め
る
追
突
事
故
の
割
合
は
70
・
０
％
に
の

ぼ
る
。
道
路
交
通
法
で
は
車
間
距
離
の
保
持
に

つ
い
て
「
同
一
の
進
路
を
進
行
し
て
い
る
他
の

車
両
等
の
直
後
を
進
行
す
る
と
き
は
、
そ
の
前

車
が
急
停
止
し
て
も
こ
れ
に
追
突
す
る
の
を
避

け
る
こ
と
の
で
き
る
必
要
な
距
離
を
保
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。
そ
こ

で
今
回
は
、
高
速
道
路
、
お
よ
び
一
般
道
を
走

行
す
る
車
両
の
車
間
時
間
を
観
察
し
た
。

観
察
場
所
は
東
名
高
速
道
路
・
下
り
線
、
厚

木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
。
当
日
は
渋
滞
が

発
生
し
、
観
察
場
所
は
渋
滞
解
消
か
ら
5
㎞
ほ

ど
離
れ
た
場
所
。
ゆ
る
や
か
に
カ
ー
ブ
す
る
見

前車に追従していた車両は合計962
台。普段から混雑している都心の幹線
道路であるため、走行する車両に先を
急ぐ様子はあまり感じられなかった。
観察中、最も多い車間時間が「2～
2.5秒未満」と安全な車間を保つ車両
が多かった一方、強引な追い抜きを行
う二輪車や、前方不注意で前車に接近
しすぎたクルマも見受けられた。

通
し
の
良
い
３
車
線
道
路
だ
っ
た
。
一
般
道
は

東
京
都
世
田
谷
区
内
、
片
側
３
車
線
の
国
道
２

４
６
号
・
下
り
線
。
上
り
線
は
道
路
が
び
っ
し

り
ク
ル
マ
で
埋
ま
る
ほ
ど
大
渋
滞
が
発
生
し
て

い
た
が
、
下
り
線
は
車
両
が
ス
ム
ー
ズ
に
走
行

で
き
る
状
況
だ
っ
た
。

ホ
ン
ダ
の
安
全
運
転
教
育
で
は
、
前
方
車
両

と
の
安
全
な
間
隔
を
と
る
際
、
走
行
速
度
に
関

わ
ら
ず
一
定
の
間
隔
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
車

間
時
間
を
推
奨
し
て
い
る
。
一
般
的
に
ド
ラ
イ

バ
ー
が
危
険
を
認
知
し
て
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
踏

む
ま
で
の
時
間
は
１
秒
程
度
。
そ
の
間
も
ク
ル

マ
は
進
ん
で
お
り
、
停
止
す
る
た
め
に
必
要
な

制
動
距
離
を
含
め
る
と
、
車
間
時
間
は
２
秒
以

上
必
要
だ
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
運
転
者
が
通
常

の
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と
が
前
提
。
疲
労
や
眠

気
が
少
し
で
も
あ
る
場
合
は
、
さ
ら
に
プ
ラ
ス

し
た
車
間
時
間
を
と
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

高
速
道
路
の
観
察
場
所
は
10
㎞
ほ
ど
続
い
た

渋
滞
を
抜
け
た
地
点
で
、
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
遅
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
焦
っ
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
た
。
３
車
線
の
う
ち
、
走
行
台
数

が
多
か
っ
た
の
が
追
い
越
し
車
線
。
路
側
帯
側

の
走
行
車
線
は
最
も
走
行
台
数
が
少
な
く
、
主

に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
二
輪
車
が
通
行
し
て
い

た
。
追
い
越
し
車
線
を
走
行
す
る
ク
ル
マ
の
多

く
は
車
間
時
間
が
短
く
、
な
か
に
は
車
間
時
間

０
・
５
秒
以
内
の
ま
ま
走
行
を
続
け
る
車
両
も

あ
っ
た
。

一
方
、
一
般
道
の
観
察
で
は
全
体
的
に
落
ち

つ
い
た
走
行
が
な
さ
れ
、
ク
ル
マ
は
追
い
越
し

車
線
と
中
央
車
線
、
二
輪
車
は
歩
道

側
の
走
行
車
線
を
整
然
と
走
行
し
て

い
た
。
観
察
場
所
か
ら
80
m
ほ
ど
先

に
信
号
機
が
あ
り
、
ク
ル
マ
は
赤
信

号
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
見
計
ら
っ
て

減
速
す
る
た
め
、
車
間
時
間
が
短
く

な
っ
た
。
台
数
は
少
な
か
っ
た
が
、

青
信
号
に
間
に
合
わ
せ
よ
う
と
、
一

部
の
車
両
は
急
加
速
を
し
て
い
た
。

高
速
道
路
は
見
通
し
が
よ
く
単
調

な
た
め
、
運
転
者
は
無
意
識
の
う
ち

に
前
車
へ
近
づ
き
、
車
間
時
間
が
短

く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
一
般

道
で
は
信
号
機
が
あ
り
、
発
進
と
停

止
を
繰
り
返
す
た
め
、
車
間
時
間
が

長
く
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
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混合交通を観察する
●series─254

高速道路と一般道を走行する車両の
車間時間を観察する

8

高速道路と一般道を走行している車両は
どのくらい車間時間をとっているか？

●観察場所／神奈川県厚木市愛甲　東名高速道路・下り線「厚木インター
チェンジ」付近、東京都世田谷区新町二丁目付近（国道246号）
●観察日／3月30日（土曜日） ●天候／くもり　●観察者／3名
●観察時間／9:30～10:30（高速道路）、13:30～14:30（一般道）

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。 次号は２０１３年６月２０日発行予定となります。

高速道路を走行する車両は
どれくらい車間時間をとっ
ていたでしょうか？

Q1

★Ｑ2の回答
乗用車の20.7％、二輪車の
25.0％が「2～2.5秒未満」
で最多。

Why

高
速
道
路
の
交
通
事
故
の

お
よ
そ
７
割
が

追
突
事
故
！

Advice

前
方
車
両
と
の

車
間
時
間
は

２
秒
以
上
が
必
要
！

（SJクイズの解答：Q1②、Q2④、Q3②）

A2 実際の観察から

ギリギリまで近
づいてから追い
越す二輪車

前車と車間時間1秒以内で走行する様子

信号に引っかからないために、急加速して
前車に接近する軽自動車

★Ｑ１の回答

乗用車の25.5％、大型トラッ
クの27.3％が車間時間「1～
1.5秒未満」で最多。
二輪車では「0.5～1秒未満」
が最多。

A1 実際の観察から

前車に追従していた車両は合計3189
台。車間時間「1～1.5秒未満」で走行
するクルマの多くは追い越し車線を走
行していた。前車に接近しすぎるのは
非常に危険だ。大型トラックの背後に
完全に隠れてしまい、観察者が見逃し
そうになる場面もあった。
二輪車は車間時間1秒以内が最も多
かった。この日は3月最後の土曜日と
あってツーリングに出かけるライダー
が多く見かけられた。単独走行よりも
集団走行が多かったが、車間時間は一
様に短かった。

【
お
知
ら
せ
】

４
月
１
日
付
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転

普
及
本
部
本
部
長
に
峯
川
尚
（
専
務
執
行
役
員
）、
安

全
運
転
普
及
本
部
事
務
局
長
に
吉
田
宏
樹
が
就
任
。

前
任
者
同
様
、
共
存
安
全
に
よ
る
「
事
故
ゼ
ロ
」

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
な
お
一
層

邁
進
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

一般道を走行する車両はどれ
くらい車間時間をとっていた
でしょうか？

Q2

●観察の対象
今回は観察現場で1時間ビデオ撮影を実
施。前車に追従して走行する車両を対象
とし、その車間時間を計測した。観察場
所での車両の平均速度は、高速道路が
90km/h～100km/h、一般道が40km/h前
後だった。

●車間時間の計測方法
観察するクルマの前車が目標物を通過し
た時（図１）から、観察するクルマが同
じ目標物に差し掛かるまで（図２）の時
間を車間時間として、ビデオ編集ソフト
を使って計測した。

図１：計測開始

図2：計測終了

観察対象車
目標物

目標物

観察対象車

●
高
速
道
路

●
一
般
道

0.8％
0

9.9％
8.4％

6.8％
32.1％

25.5％
27.3％
28.4％

20.3％
6.8％

8.6％
18.4％

6.8％
8.6％

10.1％
18.2％

3.7％
8.4％

18.2％
6.2％

4.2％
6.8％

1.2％
3.8％

9.1％
1.2％

0～0.5秒未満

0.5～1秒未満

1～1.5秒未満

1.5～2秒未満

2～2.5秒未満

2.5～3秒未満

3～3.5秒未満

3.5～4秒未満

4～4.5秒未満

1.4％
0
0

2.1％
0

15.0％
17.2％
16.7％

10.0％
15.2％

8.3％
10.0％

20.7％
16.7％

25.0％
17.9％

33.3％
10.0％

11.7％
16.7％

15.0％
8.3％
8.3％

10.0％
5.5％

0
5.0％

0～0.5秒未満

0.5～1秒未満

1～1.5秒未満

1.5～2秒未満

2～2.5秒未満

2.5～3秒未満

3～3.5秒未満

3.5～4秒未満

4～4.5秒未満

10 20 30(％)

10 20 30(％)

■■乗用車
2844台

■■大型車（トラック・バス）
264台

■■二輪車
81台

■■乗用車
870台

■■大型車（トラック・バス）
72台

■■二輪車
20台

危
険
ゾ
ー
ン

▲
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危
険
ゾ
ー
ン

▲
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